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ボディスキャナは、空港や駅などのチェックゲートにおいて、乗客等の服の下に隠された武器、密輸

品などを検知するために用いられている。テラヘルツ（THz）パッシブボディスキャナは、これまで用い

られてきた X 線後方散乱およびミリ波アクティブイメージングの装置の健康への危険性、人権侵害など

の問題点

1)
を回避できるので、利用が進む可能性がある。 

本研究は、THz 画像から隠匿物を自動検知しアラームを表示する機能を付加した THz パッシブボディ

スキャナ

2)
を用い、不審物からの熱放射エネルギーに加え、隠匿物に THz 波を照射し反射エネルギーを

測定することにより、放射および反射に関する情報を取得して物質の識別を行う新しい方法を提案する。

これにより THz パッシブボディスキャナによる不審物の検知性能を大幅に向上させることが期待できる。 

THz パッシブボディスキャナで測定したデータは、対象物からの熱放射エネルギーを表している。一

般の熱放射は、プランクの放射則で表される黒体放射エネルギーと物質の放射率との積で書かれるので、

ボディスキャナの測定から物

質の放射に関係するデータが

得られ、物質を識別する情報と

なる。また同様に、対象物に

THz ビームを照射し、そこか

らの反射エネルギーを THz パ

ッシブボディスキャナで測定

すると、対象物の反射に係るデ

ータが得られ、その情報も物質

の識別に用いることができる。 

我々は、上記の方法に基づい

て、THz パッシブボディスキ

ャナによる対象物の放射測定、

反射測定を行う装置を製作し、

対象物の測定を行った。 
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図 2 人体を模した 32℃の黒体板表面のアルミ箔（15cm角）のパッ

シブボディスキャナによるテラヘルツ（0.25 THz）の放射画像（左）

および照射テラヘルツビームの反射画像（右）． 
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